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11.2 研究会報告
Conference on MHD accretion flow and jets (京都大学)1月26日
(1) Shibata， K_1
Magnetohydrodynamic Jets (invited talk) 
プラズマ科学シンポジウム(名古屋)1月28日
(2) 柴田一成 1
地球環境変動の源としての太陽活動(招待講演)
太陽地上光学観測の新展開 2005(明星大学)2月1日-2日
(3) 北井礼三郎 1
飛騨DSTの共同利用機器の概要等
(4) 黒河宏企 1、SMART開発チーム
飛騨SMARTの現状と Hα単色像観測例
(5) 石井貴子 1、SMART開発チーム
飛騨SMARTHα 全体像の画像処理と活動領域進化の観測例
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飛騨SMARTマグネトグラフ近況報告
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飛騨天文台ドームレス太陽望遠鏡による機械偏光とその補正
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太陽静穏領域における彩層 grainの観測
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相関追跡法による EFRの観測
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浮上磁場のダイナミクス:理論シミュレーション
69 
